
施策名 課題等 主な取組 総合評価

①移住・
定住の
推進

・本道の社会移動は、道外への転
出が転入を上回る傾向
・平成26年は、約８千人の転出超
過
・交流人口の拡大や人口流入促進
による地域の活性化が必要

○「北海道ふるさと移住定住推進セン
ター」等を通じた移住関連情報発信
○体験移住｢ちょっと暮らし｣をＰＲ
○「北海道とつながるカフェ」を開催
○ほか３つの取組

概ね順調

に展開

②産業人
材の確
保

・全国を上回るスピードで人口が
減少
・雇用情勢が改善にある中でも幅
広い分野での人材不足が顕在化
・プロフェッショナル人材の道外
からの誘致や、道外に進学した
学生等に対して道内への就職を
促す必要

○企業とのマッチングをＵ・Ｉターン
ネットシステムを活用して支援
○北海道Ｕ・Ｉターンフェアを開催
○北海道プロフェッショナル人材セン
ターの運営
○ＵＩＪターンマッチングサイトの運
営
ほか２つの取組

概ね順調

に展開

3 分 野：人・地域

居住環境の魅力を
活かした移住・定
住の促進

①移住・定住の
推進

（総合政策部）

本道の地域を
支える産業人
材の確保

【政策の方向性と施策の関係】

<総合計画施策推進状況>

移住・定住
の促進に向
けた取組

「ふるさと移住定住推進センター」
の年間相談件数（施策①②)

ちょっと暮らし滞在日数（施策①②）

横ばい状態で
あり、今後、
東京センター
などでのより
一層の周知が
必要

東京センター
の開設や北海
道暮らしミー
ティングを通
年で実施した
ことで更なる
相談件数が増
加

北海道内の過疎
地域等で活動す
ることを希望す
る都市住民が多
数いることを背
景に、隊員数が
増加

地域おこし協力隊員数（施策①）

【総合計画の指標】
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【ほか３つの関連指標】

B 政策の方向性：居住環境の魅力を活かした移住・定住の促進

(1) 政 策 の 柱：協働によるまちづくりの推進や地域コミュニティの再構築

②産業人材の確保
（経済部）
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【関連指標】

6割以上が実施
しており、また、
「ちょっと暮ら
し」利用者数等
が増加したこと
などから、未実
施だった市町村
が新規に取組を
始めた

ちょっと暮らしに取り組む市町村数（施策①）

(市町村数）

【施策の詳細については、評価調書をご覧ください】

施策間連携
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http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0209PDC.pdf
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sks/R1kihonchousyo/check/0517PDC.pdf

